
 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎年この時期に，市内にある愛耕幼稚園は日頃の感謝の気持ちを伝えるた

めに市内の事業所に花を届けて回っており,６月９日（火）には当所に来所さ

れました。元気いっぱいに「いつもありがとうございます。」と挨拶をいだい

た後，職員にはきれいなお花と素敵なメッセージ

カードのプレゼント，そして,賛美歌の披露があり

ました。

たくさんの元気な子供た

ちとのふれ合いや，園児の皆さんから感謝の言葉をいただいたこ

とは，とても嬉しいものであり，これからの健やかな成長を願わ

ずにはいられません。 

     
◎６月は国が定めた「食育月間」です 

 「食」は私たちが生きる上

での基本です。近年，ライフ

スタイルの多様化などにより，

食生活は大きく変化していま

す。国では６月を「食育月間」，

毎月１９日を「食育の

日」とし，食育の取り

組みを進めています。 

当所では，来所され

た方に手にとってもら

えるようエレベーター

ホールに「朝ごはん」・

「食事バランスガイド」・「地産地消」に関するパンフ

レットを設置するとともに，１食あたりの食事の量と

バランスを知るためのフードモデルなどを展示しまし

た。みなさんも自分にあった食事の

量とバランスがとれるよう心がけま

しょう。また，地元の食文化に親し

む機会を増やしましょう。 

 

みなさん，保健所の仕事というと，どのようなもの

を想像されますか。食中毒の予

防や旅館などの衛生指導も，保

健所の仕事のひとつです。気仙

沼保健所では毎年夏休み等行楽

シーズンの前に，旅館や簡易宿

所（民宿等）の一斉立入調査を

行っています。 

旅館業法を担当す

る環境廃棄物班と食

品衛生法を担当する

食品薬事班が，合同

で施設を周り，客室

やお風呂，厨房の衛生状況や食中毒の予防対策などに

ついて，営業者の方へ注意喚起や助言などを行います。

また，立入調査の後には，食中毒の原因や施設のカビ・

ダニ対策，立入調査の結果で分かった注意点などにつ

いて，営業者の方に講習会を行っています。 

今回は，旅館の衛生指導について紹介させていただ

きましたが，他にも保健所ではいろいろな仕事をして

います。今後も少しずつご紹介していきます。 
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【気仙沼さくらボウル支配人】尾形 長治さん 

今回のインタビューは，被災を乗り越え，今年３月に

東新城に再オープンしたボウリング場「気仙沼さくら

ボウル」の支配人である尾形さんにお話をいただきま

した。 

 尾形さんによると，「被災の後，ボウリング場の再建

をしたいという思いはありました。住民の皆様からの

再建への強い要望も多く寄せられ，再建を決意し，平

成２７年３月に交通アクセスがよく気軽に利用できる

という理由で東新城に再オープンしました。再オープ

ン初日は１００名程のお客さんが並んでいる状況であ

り，再建を待ち望んでいただいたお客様に感謝してお

ります。以前よりはレーン数は少なくなりましたが，

昼は主に高齢の方，

夜は主に若者の方

というように，老

若男女問わずに来

ていただいており

ます。」とのことで

した。 

 宮城県及び応急仮設住宅を管理する８市町村が実施

した「平成２６年度応急仮設住宅（プレハブ）入居者

健康調査結果」の概要によると，震災前に比べて日頃

の生活で体を動かす機会が「とても少なくなった」，「少

なくなった」と答えた人の割合は 51.5%となってお

り，「増えた」と答えた人の割合である 7%に比べ依然

として高水準のままです。地域住民の方が体を動かせ

る場所が減っている中で，気仙沼さくらボウルの再オ

ープンは娯楽，健康増進，地域コミュニティの場とし

て非常に有意義なものではないでしょうか。 

 尾形さんに今後の目標について伺うと，「住民の皆様

が楽しく体を動か

していただけるこ

とに加えて，地域

のコミュニティ形

成，人と人とがつ

ながる場所として

地域に勢いを出せ

ればと思っています。」と力強く答えていただきました。 

あっつ～い夏。海水浴にお出かけされる方も少な

くないと思います。海水浴場についても，水質の現状

を把握するために，検査が実施されていることをご存

じですか？環境省が定める「水浴場水質判定基準」で

は，水の透明度，油膜の有

無，ふん便性大腸菌群数，

化学的酸素要求量（ＣＯＤ）

と呼ばれる水質の指標を検

査対象としています。 

宮城県でも，環境省が定める水浴場水質判定基準に

ついて，毎年，一部の海水浴場の水質検査をしていま

す。今年は，小田の浜海水

浴場を含め，県内３カ所の

海水浴場で検査を実施しま

した。検査の結果，小田の

浜海水浴場は，透明度が高く，油膜が無いなど，遊泳

ができる状態であることが確認されています。小田の

浜海水浴場は，７月２５日（土）から８月２３日（日）

まで開設される予定のようです。すてきな夏の思い出

に，海水浴にお出かけしてみてはいかがでしょうか。 

７月１０日，市内量販店

において，細菌性食中毒が

増加する夏の時期を前に，

食中毒予防啓発うちわ等を

配りながら住民の皆様に注意を

呼びかけました。食中毒予防の

３原則「つけない」「増やさない」

「やっつける」を意識して食中毒を予防しましょう。 

 

 暑い日が続いていますが，皆さんいかがお過ごしで

しょうか。ふかひれ通信も夏の暑さに負けないような

熱い気持ちでお届けしてまいりますので，どうぞよろ

しくお願いします（*＾＾*） 

（次号は９月の発行予定です。） 

↓ご感想・ご意見等どしどしお寄せ下さい！↓ 

担当：気仙沼保健福祉事務所広報委員会 

電話：0226-22-6661 

メール：fukahire@pref.miyagi.jp 

 このコーナーでは、管内の保健福祉や環境衛生関係

の活動・業務に取り組む方からお話をお聞きします。 

食 中 毒 予 防 は手 洗 いから 


